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８月予定表 

日 月 火 水 木 金 土 
 １ 

 

２ 
健康麻雀 

３ 
食改協親子料理

教室 
 

４ 
一斉ラジオ体操会

＆じゃんけん大会 

５ 
元気アップ教室 

６ 
にこにこ運動教室 

おどり練習日 

ブーカス号 
14：00～14：50 

７ 
まち協本部役員会 

ももの会 

つばき会 

８ 
ときわ会 

９ 
自治会長会 

健康麻雀 

１０ 
 

１１ 

【山の日】 
 

１２ 

【振替休日】 
 

１３ 
 

１４ 
 

１５ 

 
 

１６ 
健康麻雀 

１７ 
 

 

ブーカス号 
15：10～16：00 

１８ 

【休館日】 

１９ 
元気アップ教室 

GG 役員会 

 

２０ 
にこにこ運動教室 

おどり練習日 

２１ 
GG 愛好会 
 

２２ 
音楽鑑賞会 

２３ 
健康麻雀 

 

２４ 
大詫間ふれあ

い夏祭り 

２５ ２６ 
元気アップ教室 

２７ 
にこにこ運動教室 

社協役員会 

２８ 
つばき会 

２９ 
 

 

 

大小始業式 

３０ 
健康麻雀 

３１ 
食改協伝達会 

 

 

※予定は変更・中止する場合があります 

今年も古賀メロディーギターアンサンブルによ

る音楽鑑賞会を開催します。ギターアンサンブル

が奏でる昭和の時代を代表する古賀政男メロディ

ーを聴いて楽しい音楽鑑賞のひとときを過ごして

みませんか？  

皆さまのご来場をお待ちしています。 

 

 

日時  ８月４日（日） 

     ６時１５分受付 ６時３０分開始 

場所  大詫間小学校グラウンド 

     （雨天時は体育館） 

＆じゃんけん大会 

 

大詫間の人口（令和６年６月末現在） 
1,416 人（前月比-5） 53３世帯（前月比±０） 
男 798 人（前月比-3） 女 718 人（前月比-2） 

公民館だより８月号 発 行 /大 詫 間 公 民 館  

〒840-2211 
佐賀市川副町大字大詫間 560 番地 1 
電話・FAX  0952-45-4480 
Email koodakuma@city.saga.lg.jp 
 

大詫間地区 

一斉ラジオ体操会 

 公民館で夏祭りを開催します。７月にチラシを配

布しますので、詳しくはそちらをごらんください。

みなさんのご来場をおまちしています！ 
 

  〇日時 ８月２４日（土） 17 時３０分～ 

  〇場所 大詫間公民館駐車場 

  〇主催 大詫間ふれあい夏祭り実行委員会 

大詫間ふれあい夏祭り 

開催日  ８月２２日（木）１４：０0～１５：３0 

演奏者  古賀メロディーギターアンサンブル 

場 所  大詫間公民館 大会議室 
定 員  なし（参加費無料・事前申込不要） 
共 催  まち協歴史文化部会 

永遠の古賀メロディー！ 

音楽鑑賞会 

熱中症に気を付けましょう 

水分を意識してとるようにし、汗

をかいたら塩分も補給しましょう 



 

公民館主催・共催事業と地域行事等のご報告 

いごてだま大会 

 佐賀県薬剤師会の三根先生に「健康的なサプリ活用

法」などをテーマにお話いただきました。錠剤やカプ

セルの他にトクホマークの付いた食品もサプリメント

であり、摂取した場合の効果や利用する際の注意点な

どについてわかりやすく解説されました。 

大詫間校区懇談会 

 ６月２７日（木）に大詫間まちづくり協議会歴史文化

部会と大詫間公民館の共催で「佐賀を学ぶ現地研修」

を開催しました。佐野常民記念館と三重津海軍所跡

の歴史館とヤクルト佐賀工場を見学しました。佐賀に

ついて学びながら交流を深め充実した研修でした。 

佐賀を学ぶ現地研修 

 ７月１０日（水）朝７時３０分から、交通安全協会大

詫間支部の皆さんによる夏の交通安全運動が行わ

れました。小学校脇の大通りで走る車に声をかけ、

安全運転を呼びかけていました。 

 夏の交通安全活動 
子どもへのまなざし 

一斉街頭活動 

 大詫間まちづくり協議会健康福祉部会主催による

「いごてだま大会」が開催されました。今回が第２回目

になります。１チーム５名で、１２チームが参加し、サー

クルの仲間や、ご近所さん同士など色々なチームが集

まりました。涼しい室内で体を動かしながら地域の交

流が深まった有意義な大会でした。 

川副町青少年健全育成協議会による校区懇談会が

開催されました。役員の方や小中学校の先生から子

ども達の現状についての話があり、夏休みに向けて

子ども達への見守りを呼びかけられました。 

 大詫間小学校校門前で大詫間校区の川副町青少年

健全育成協議会による「子どもへのまなざし街頭活

動」を行いました。下校時の児童一人一人に挨拶しな

がら啓発チラシとグッズを配布しました。 

７月６日 

（土） 

６月 25 日 

（火）  ときわ会 
地域・学びのサポート

活用  ７月１１日（木） 

７月１２日 

（金） 

   

  

   



 

 地域の方から大詫間への想い
や小さい頃の思い出などをお
寄せいただく『私と大詫間』
シリーズです。 

私と大詫間 第４１回 

私は大詫間生まれの大詫間育ちで今も大詫間に住んでいます。 

私の中学時代は川副大橋がまだ出来ていなかったので渡し船に乗り、 

その後は歩いて通学していました。夏の暑い日や冬の寒い日は大変 

でした。二番搦や三軒屋の人たちは早津江橋を渡って自転車で通って 

おられました。でも途中から私たちも自転車で行けるようになりましたが、 

いつからだったかはっきりしません。 

小さい頃、堀や危険な所で遊んでいると、地域のじいちゃん、ばあちゃんから「危なかけんそがん所で遊んだら

いかんばい」と注意されていました。当時は、今と違って人通りも多く、村中は子どもで溢れかえっていました。

知っている子どもはもちろん、知らない子どもでも、大人が子どもを見守るということが、ごく当たり前、自然に

行われていました。小学校は昔と比べて生徒数はかなり減っていますが、全員仲良しでうまくいっているみたい

です。生徒が少ないことに心配の声もありますが、人数が少なくてもこうした良い面もあります。 

大詫間には九州で一番のつばめのねぐらがあるそうで私も見に行きました。どこから集まって来るのかと思う

ぐらいすごい数にびっくりしました、皆さんもその時期がきたらお知らせがあると思うので参加されてみてはど

うですか。 

私は、野菜を育てるのが大好きです。害虫にカラス、もぐら等と悪戦苦闘しています。草は取っても取っても生

えてくるし、大変です。でも収穫出来た時はすごくうれしいのでやめられません。また、グランドゴルフでヤッター

とかアリャーとか言っては笑ってゲームをしています。ゲームの後はコーヒーを飲んだり、お菓子を食べてワイワ

イ言いながら世間話等をしています。笑って運動しているので健康と認知症予防に良いと思います、それに親睦

をかねて旅行に行ったり、食事会をしています。楽しいですよ、皆さんグランドゴルフを始めてみませんか、お待

ちしています。 

第４１回目は… 

内田 幸子 さん （１０区） 

「つばめのねぐら観察会」を今年も開催いたし

ます！昨年参加された方も参加できなかった方

も奮ってご参加ください。 

大詫間は九州で最大のつばめのねぐらがあり、 

県内外から多くの野鳥ファンが訪れています。 

つばめが一斉に集まる姿を見てみませんか？ 

つばめのねぐら 
観察会（予告） 

大詫間ふれあい夏祭りの総踊りの練習を 

下記の日程で行います。どちらの日も、 
 

① 昼の１時から  ②夜の７時から 
 

の２回行います。たくさんの方の参加をおま

ちしています。みんな来てね！ 

涼しい室内で映像を

見ながら練習します 

〇日 時 第 1 回 ９月 ２日(月) 

       第 2 回 ９月１７日（火） 

１８：００集合～日没まで 

       ※天候の状況により変更あり 
〇場 所 大詫間公民館に集合 
〇講 師 日本野鳥の会佐賀県支部の皆さん 
〇主 催 まち協暮らし絆部会・大詫間公民館 
〇所持品 双眼鏡をお持ちの方はご持参下さい 
〇申込み 前日までに公民館までお電話下さい 

夏祭りの踊りの練習をします 

８月 ６日（火） 

８月２０日（火） 

 



 

夏休み期間中、ラジオ体操が実施されます。 

ご自身の健康と子どもたちとのふれあいのきっかけになります。 

どの場所でも自由に参加できます。積極的に参加しましょう。 

場所 地区（小学生） 期間 

大詫間小学校 １区、２区、３区、４区北、４区南 7/2２～8/９ 

ほうむ大詫間 ５区、6 区、７区、８区、9 区 7/2２～8/９ 

１０区公民館 １０区 7/2２～８/２ 

 

地区別ラジオ体操のお知らせ 

熱中症予防のため佐賀市では、一時的に暑さをしのぐ場所として冷

房の効いた施設を「涼み処」として開放しています。 

大詫間地区は大詫間公民館公民館のフリースペースとなっています。 

夏の暑さから身を守るため、お気軽にお立ち寄りください。 

 

期 間：令和 6 年 6 月 1 日～令和 6 年 10 月 23 日 

問合せ：佐賀市健福祉部健康づくり課健康推進係（40-7380） 

「涼み処」をご活用ください 

 

あさ６時３０分 

開始 

カラスに襲われ空き家になっていた巣にツバメが帰ってきました。ヒナも生まれ、朝夕と観察して

いると、ある日の夕方、1 羽のヒナが地面にいます。顔を近づけるとヒナもこっちを見ています。

巣立ち間近のヒナのようで巣から落ちたか、飛ぼうとして失敗したかでしょう。▶どうしようかと考

えていたら公民館での出来事を思い出しました。以前、公民館でツバメの巣からヒナが１羽落ちて

しまいました。手に取りすぐ巣に戻しましたが、次の日また落ちています。仕方なくカップ麺の器

にヒナを入れて巣の近くに置いていましたが、命尽きてしまいました。あとで、人間の臭いがつい

たら親は子育てを放棄するということを聞きました。▶このことがあって、今度はヒナをそのまま

にしておくことにしました。1 時間ほど経ったでしょうか、どうしても気になって見に行くとそこに

はヒナの姿はありません。ここら辺はネコだらけ、無事に飛んで行ってくれただろうか、心配です。

▶調べてみたらヒナを触っても、親鳥の行動は変わらないことがわかりました。ならば巣に戻して

おけばよかったと後悔していますが、今更どうにもなりません。ただ、ヒナは触らずにそっとして

おく、これが基本だそうです。▶自然界には、適者生存といって環境に適したものが生き残るとい

うルールがあります。親から離れたヒナは他の生き物の餌食になる可能性が高くなります。残酷

なようですが、他の生き物に食べられることで、その生き物の命を支えることになっています。可

哀そうと思って人が手を差し伸べることは、生態系を壊す一因にもなります。助ける、救うが大原

則の人間社会と違う、自然界の厳しい現実を実感しました。 

館長コラム 


